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2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2026 年５月 14 日に公表した 2027 年３月期第２四半期（中

間期）の連結業績予想につきまして、下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１.業績予想の修正について 

2027 年３月期第２四半期(中間期)連結業績予想数値の修正(2026 年４月 1日～2026 年９月 30 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

中間純利益 

１株当り 

中間純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円

前回発表予想 (Ａ) 2,100 140 220 160 104.99

今回修正予想 (Ｂ) 2,081 4 102 78 51.19

増減額 (Ｂ)－(Ａ) △19 △136 △118 △82 ―

増減率   (％) △0.9 △97.1 △53.6 △51.3 ―

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2026 年３月期第２四半期) 
2,224 211 291 236 155.67

 

２．修正の理由 

第２四半期連結累計期間の売上高につきましては、ばら貨物セグメントにおける一部貨物の入着

や液体貨物セグメントにおけるタンク運営に係る特別作業料の収受が下半期にずれ込んだことなど

により、期初予想を下回る見込みとなりました。一方、前述の液体貨物セグメントにおける特別作

業に係る外注費は作業日程の関係から上半期での計上となったことなどから、損益面につきまして

は、営業利益は当初予想を下回る見込みとなり、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益につ

きましても、営業利益の減少に伴いそれぞれ期初予想を下回る見込みとなりました。 

なお、通期の連結業績予想につきましては、ばら貨物の年間取扱予定数量など、下半期の業務計

画を再点検した結果、2026 年５月 14 日に公表した予想値を据え置くことといたします。 

 
(注)上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 
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